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「環境報告書2003」は、5回目の環境報告書になります。本報告書は

これまでの報告書の継続性に留意するとともに、社会的な動向や

読者の方々の関心事項を反映させています。

◎ 報告書発行の目的を明確にする……YOKOGAWAグループの
目指す環境経営構想の全体像を明らかにするとともに、持続可能

な社会の構築に向けた1年間の取組み状況をお伝えし、多くの

ステークホルダー（利害関係者）との連携の強化に留意しました。

◎ 理解容易性を高める……業界用語、社内用語はできるだけ
避け、使用した場合は解説を付記しました。また、各項目の

は、全文の要約になっていますので、 だけ読んでも

全体像がつかめるようにしました。

◎ 透明性を確保する……本報告書は当社と報告書作成を主業務
とする第三者との協同取材・執筆により作成しました。取材過程

では元データによって数値などを確認するとともに、工場などの

現場視察も実施しました。

◎ ガイドライン、調査・研究報告書を参照する……社会的な動向
や調査・研究の成果を報告書に反映するために以下を参照

しました。

「環境報告書ガイドライン（2000年度版）」（環境省）

「環境会計ガイドライン（2002年度版）」（環境省）

「事業者の環境パフォーマンス指標ガイドライン（2002年度版）」

　（環境省）

「サステナビリティ・リポーティング・ガイドライン2002」

　（Global Reporting Initiative）

「環境報告書リサーチ」（NTT-X）

「持続可能性報告のあり方（CSRの観点から）」

　（環境報告書ネットワーク）

◎ 対象期間……2002年4月1日～2003年3月31日

◎ 発行日および次回発行……2003年7月。2004年7月発行予定。

◎ データ対象範囲……以下のサイトの総計で、YOKOGAWA
グループの環境負荷の約7割を占めます。

サ イ ト � 人 数� 機 能�

横河電機（株） 本社工場��

横河電機（株） 甲府事業所�

横河エレクトロニクス・マニファクチャリング（株）�
  小峰工場�

 *同 青梅工場�

 同 松川工場・駒ヶ根工場�

 同 三重工場�

 同 郡山工場・原町工場�

*安藤電気（株）�

国際チャート（株）�

横河M&C（株）�

横河トレーディング（株）�

横河エンジニアリングサービス（株）�

横河電子機器（株）�

蘇州横河電表有限公司�

上海横河電機有限公司�

重慶横河川儀有限公司�

Yokogawa Electric Asia Pte,Ltd�

P.T Yokogawa Manufacturing Batam�

Yokogawa Engineering Asia

5,499��

1,001�

409�　�

234�

293�

129�

359�

850�

158�

168�

142�

837�

355�

438�

118�

245�

271�

221�

327

本社機能、研究、開発、設計、�
製造、販売、サービス�

設計、製造�

設計、製造、販売��

製造�

製造�

製造�

製造�

設計、製造、販売�

設計、製造、販売�

設計、製造、販売�

調達、輸出入業�

修理、校正、サービス�

設計、製造、販売�

製造、販売�

製造、販売�

製造、販売�

設計、製造�

製造�

販売、エンジニアリング�

＊：本年度に追加されたサイトです。�
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かけがえのない地球環境を次世代に引き継ごう
－持続可能な社会の構築のために－

地球環境問題が深刻化する過程で、私たちは「持続可能性」という人類共通の新たな理念を共通認識として持つ

ようになってきました。そして、この理念を具体化するために「持続可能な社会の構築」に向けて、行政、企業、消費者は

互いに連携し、歩みはじめました。こうしたなか、社会の重要な構成員である企業は、これまで以上に自らの使命を認識し、

社会的責任を果たすことが必要になってくると考えます。

YOKOGAWAグループでは「YOKOGAWAは計測と制御と情報をテーマに より豊かな人間社会の実現に貢献する」

「YOKOGAWA人は良き市民であり勇気をもった開拓者であれ」を企業理念として、環境経営を実践しています。このため、

環境調和型製品設計ルールを年々充実させ、2002年度は、お客様の使用時のエネルギー消費を最少化するために

「省エネルギー設計ガイドライン」を制定しました。今後、こうした設計ルールに基づいた環境調和型製品を積極的に

社会に提供してまいります。また、環境ソリューションのご提案も多数させていただいておりますが、なかでも省エネ制御

システム「エコノパイロット」は消費電力を60～90％削減するもので、「省エネ大賞 資源エネルギー庁長官賞」を受賞

いたしました。

YOKOGAWAグループは、こうした製品の提案と事業活動による環境負荷の低減、さらに取引先様や地域社会との

協働、従業員の豊かな人生構築に注力することで、持続可能な社会の構築に貢献できるものと確信しております。また、

最近では国内外で企業に対する信頼感を揺るがす不祥事が相次ぎましたが、YOKOGAWAグループでは企業行動規範

を改定するとともに、その実効性を高めるための仕組みや教育を充実させ、規範遵守に努めています。そして健全で利益

ある経営（Healthy＆Profitable Operation）をYOKOGAWAグループ全体に展開していきます。

私は、環境経営とは、こうした一連の取組みを着実に実践するとともに、経営の透明性を確保し、説明責任を果たすこと

だと考えています。その観点から、本報告書では透明性確保と説明責任を具体化し、2002年度の環境経営活動の概要を

まとめてあります。本報告書を通じて多くの皆様と双方向のコミュニケーションができることを希望しております。本報告書を

ご高覧いただき、忌憚のないご意見を賜れば幸いに存じます。

2003年7月

代表取締役社長



4

YOKOGAWAグループの目指す環境経営�

マーケット�

環境ソリューション�
提案�

（新しい価値価値の創造創造）�（新しい価値の創造）�

パートナーシップ�環境パフォーマンス�
改善�

社会�地球�

環境�
マネジメント�

地
球
環
境
保
全�

自
律
的
行
動�

資
源
循
環
型
経
営�

●環境マネジメント�
　活動（P8～15）�

●エコクリエイ�
　ティブ活動�
　（P24～29）�

●環境パフォーマンス�
　改善活動（P16～23）�

●人・社会との連携�
　（P30～32）�

YOKOGAWAグループは、横河電機の「企業理念」に立脚

して「健全で利益のある経営」の実現を目指し新長期経営構想

「VISION-21 & ACTION-21」のもとで環境経営を行っています。

“VISION-21”はYOKOGAWAグループが進むべき方向を示した

ものであり、“ACTION-21”はそれを実現する具体的な戦略です。

「VISION-21 & ACTION-21」ではYOKOGAWAグループが

産業・社会システム分野において、お客様と共に価値を創造し、

21世紀の地球環境保全や資源循環型社会を始めとする豊かな

人間社会の実現に貢献する事を謳っています。

YOKOGAWAグループは、地球環境問題の深刻化、社会の

価値観の多様化、＊1市場の進化に対して、企業の社会的責任の

重要性を認識し、持続可能な社会の構築に注力しています。

＊1 市場の進化： 市場が「経済性」のみならず「社会性」「人間性」をも含めた
総合的な企業価値評価を持つようになること

長期環境経営構想の全体像
 YOKOGAWAグループは、「健全で利益ある経営」の実現を目指し新長期経営構想「VISION-21 & ACTION-21」

のもとで環境経営を行なっています。YOKOGAWAグループの考える環境経営とは、①資源循環型経営の推進、

②地球環境保全、③自律的行動、の3つを柱として持続可能な社会の構築に注力することです。そして経済活動

のみならず人と社会および地球環境との関わりにおいて、企業の社会的責任の重要性を認識した環境マネジメント

システムの確立に向けた取組みを行なっています。

YOKOGAWAグループの考える環境経営

企業理念：

YOKOGAWAは
計測と制御と情報をテーマに
より豊かな人間社会の実現に貢献する

YOKOGAWA人は
良き市民であり
勇気をもった開拓者であれ

YOKOGAWAグループの考える“環境経営”は、新長期経営

構想「VISION-21 & ACTION-21」のもとに次の3つを柱と

するYOKOGAWAグループ環境マネジメントシステムを確立する

ことです。

（1）資源循環型経営の推進

省資源・省エネルギー、環境汚染の予防、廃棄物削減とリ

ユース・リサイクルの推進

（2）地球環境保全

環境調和型製品の創出、環境ソリューション・サービスの提供

（3）自律的行動

環境保全活動の実践、企業市民活動への参加

YOKOGAWAグループは、図に示すように、地球に対しては環境

パフォーマンスの改善、社会に対しては多様なステークホルダー

（利害関係者）と信頼性のある協調関係を築くパートナシップの

確立、マーケットに対しては環境ソリューションの提案を行い、

新しい価値の創造に貢献します。
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環境マネジメント基本規程
 YOKOGAWAグループでは新長期経営構想のもとに、2001年４月に「YOKOGAWAグループ環境マネジメント

基本規程」をグループ全体のルールとして制定しています。ここでは基本理念として、「地球の環境保全が人類

共通の最重要課題であることを認識し、産業の発展との共生の実現に貢献する」ことを明記しています。そして

これを具体化するための「環境基本方針」、「環境行動指針」、「環境マネジメント体制」、「環境保全活動の実践」を

規定しています。

１． YOKOGAWAグループ環境マネジメント基本規程

新長期環境経営構想のもとに、「YOKOGAWAグループ環境

マネジメント基本規程」を制定しています。これは全世界の

YOKOGAWAグループ各社に適用する環境経営の考え方を

示したものです。

2． 環境マネジメントシステム確立の基本姿勢

YOKOGAWAグループでは環境マネジメントシステムを確立

するために、グループ各社の事業内容や規模を考慮し、それぞれ

に適した範囲での取組みを行なっています。具体的には事業

所のタイプに応じて、①ISO14001の認証取得を図る所、

②ISO14001の認証取得までは行なわないが上記の基本規程に

沿って環境保全のためのPDCAサイクルを遂行する所、の2つの

レベルを設けています。

YOKOGAWAグループ環境マネジメント基本規程

第1条　環境基本理念

「YOKOGAWAは計測と制御と情報をテーマに、より豊かな人間社会の実現に貢献する」という企業理念に基づきYOKOGAWA

グループは、かけがいのない地球の環境保全が人類共通の最重要課題であることを認識し、産業の発展との共生の実現に貢献する。

第2条　環境基本方針

YOKOGAWAグループは、地球環境保全の取組みを経営の最重要課題の1つと位置付け、環境マネジメントシステムを確立し、環境

パフォーマンスの継続的改善を図る。そのためにグループ各社は、

（1）資源循環型経営を推進する

企業活動の全てにおいて、省資源・省エネルギー、および環境汚染の予防に取組み、さらに廃棄物削減とリユース・リサイクルの推進に

努め、ゼロエミッションを目指す。

（2）地球環境保全に貢献する

環境調和型製品を創出し、地球環境保全に貢献するソリューションおよびサービスを社会に提供する。

（3）環境に配慮し、自律的に行動する

全社員は環境基本理念・行動指針・基本方針を理解し、環境意識の高揚を図り、自律的に環境保全活動を実践する。また、環境

保全に関する企業市民活動への積極的な参画と支援に努める。

第3条　環境行動指針

YOKOGAWAグループは、企業活動のあらゆる面で地球環境保全に配慮して行動する。そのためにグループ各社は

（1）自らあらゆる環境負荷を低減し、資源循環型経営を推進する。

（2）お客様の地球環境保全活動を積極的に支援する。

（3）グローバルな地球環境保全への取組みに、積極的に参加、協力する。

第4条　環境マネジメント体制

（1）横河電機環境担当役員は横河電機社長に直結し、グループ各社の環境保全にかかわる事項について社長を代行し、統括する。

（2）経営責任・支援部署は、グループ各社に本規程を実行するよう指導する。

（3）環境保全活動を実施する責任は、グループ各社の長が負う。

第5条　環境保全活動の実践

（1）グループ各社は環境基本方針を遵守し、具体的な環境保全活動を実践する。

（2）本社機能をもつ部署は、各事業部やグループ各社への指示・支援を充実し、環境保全活動を展開する。
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環境経営の目的とは、「事業活動に関わる環境負荷の削減を

図り、人・社会との連携を尊重しつつ新しい価値を創造していく

こと」と考えています。この成果を評価するために、先ず事業活動

による環境への影響（環境負荷）を定量的に把握し、環境負荷に

対して事業活動が効率よくどれだけの経済価値を生み出して

いるかを定量的に把握することが重要と捉えています。そこで

YOKOGAWAグループでは、後述するエコバランス（P8を参照

ください）を基礎データとして、事業活動による環境影響（環境

負荷）を定量的に把握する「エコポイント（Eco Point：EP）」と

いう環境負荷指標を算出する手法を開発しました。

1． エコポイント手法

エコポイント（EP）とは、サイト全体の環境負荷を総合的に把握・

分析し、その影響度を算出した環境負荷指標のことです。EPの

数値が大きいほど環境に悪いことを意味します。

YOKOGAWAグループでは、EPの考えを2000年度に導入し、

2001年度では有害物質の影響や廃棄物の汚染なども反映

させたEPの改良を行ないました。EPの算出は、先ず環境負荷の

全体像を把握し、次いで＊1LCA等による排出物質分析（＊2イン

ベントリー分析）により、資源消費や大気圏・水圏（地下水）などへ

の排出物量を求め、これに環境への影響度を統一的に評価する
＊3エコファクターを乗じて、次式により統合指標を算出します。

エコポイント（EP）＝Σ｛（LCAインベントリー分析結果）×

（エコファクター）｝

＊1 LCA（ライフサイクルアセスメント）： 工業製品は、材料を採取してから、生産・
流通を経て消費者の手に渡り、最終的には廃棄されるという生涯（ライフサイ
クル）があります。このライフサイクルの中で生じる環境負荷を総合的に評価
（アセスメント）しようとするのがLCA（Life Cycle Assessment）です。

＊2 インベントリー分析： 投入された電力、都市ガス、水、紙、化学物質や排出物質
（鉛はんだ、VOC物質、廃棄物原料）をLCAデータ等を使って、1次エネルギー
消費やCO2・NOx・VOC・重金属廃棄物等の廃棄物として大気圏や水圏（地下
水）へどの程度排出されているか、その排出物量（インベントリ－）をインパクト
カテゴリー（温暖化ガス、酸性化ガス、オゾン層破壊物質、人間への毒性…等）
別に算出する技法です。

＊3 エコファクター： インベントリー分析で求められた各排出物質が環境にどの程度
の負荷（影響）を与えるかを評価するために設定された重み付け係数です。

環境経営指標
 YOKOGAWAグループでは、環境経営を推進していく上でできるだけ定量化を図り、客観的データにもとづいた

施策の評価と決定を行なっています。このために、環境負荷削減を総合的に評価する指標として「環境負荷指標

（エコポイント：EP）」を設定し、売上総利益をEPで割った値である環境負荷効率を環境経営指標の一つにして

います。YOKOGAWAグループでは、この値を2005年度には2000年度の1．5倍にすることを目標にしています。

2． 環境経営指標

環境経営指標についてはまだ世の中で統一的指標がなく、

種々の指標が模索されています。YOKOGAWAグループでは、

企業活動と環境保全活動とを統合するために、環境負荷効率と

いう指標を設けています。

環境負荷効率は、環境経営が企業活動に関わる環境負荷

全体の削減を図りつつ企業の経済価値創出を図っていくことと

考え、環境負荷あたりどれだけ効率よく経済価値を生み出して

いるかを計測する指標として次式で定義しています。

YOKOGAWAグループとしては今後とも一層、EPの削減と

経済価値創出に努力し、2005年度には環境負荷効率を2000年

度の1.5倍にすることを目標に環境経営を推進していく方針です。

　 売上総利益
環境負荷効率   ＝

　 EP
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企業行動規範
 2002年6月、グループの行動規範「YOKOGAWAグループ企業行動規範」を制定しました。この規範は単なる

法令の遵守だけでなく、社員一人ひとりが高い企業倫理観を身につけ、自律して行動する企業風土を広める

ことを目的としています。また、新行動規範の実効性を確保するために、企業倫理委員会を設け、あわせて全社員を

対象に「企業行動規範」の小冊子の配布および取締役、ラインマネージャーに対して企業倫理に関する講演会を

開催しました。

1． 「YOKOGAWAグループ企業行動規範」の制定

企業の第一の目的は利益を確保し、持続可能な成長を実現

することですが、その過程で社会性や人間性のバランスを欠くと

不祥事が発生します。1994年1月、こうした認識から社会的に

企業倫理に対する関心が高まるなか、「横河電機企業行動

規範」を制定しました。また、1997年の経営倫理実践研究

センター発足以来、理事会社として活動してきました。

しかし、YOKOGAWAグループは良き企業市民として企業の

社会的責任を強く認識し遂行していく中、近年の企業を取り巻く

環境や社会の企業に対する要請の変化により、環境・社会・経済

の各側面でバランスの取れた経営がより一層必要になってきたと

考えました。そこで「横河電機企業行動規範」を全面的に見直

し、2002年6月、新企業行動規範「YOKOGAWAグループ企業

行動規範」を制定し、グループの行動規範として明確に位置

付けました。新行動規範は基本方針として①企業理念の実現、

②お客様満足、③法令やルールの遵守、④人権の尊重、⑤市民

社会の秩序や安全。また基本姿勢として①お客様との関係、

②株主との関係、③地域や社会との関係、④納入業者との

関係、⑤競争会社との関係、⑥政治や行政との関係を明確に

示しています。地球環境保全については、基本姿勢の中の③の

地域や社会との関係で言及しています。「企業行動規範」では、

以上の基本方針、基本姿勢を踏まえ、行動指針を示しています。

これらは「○○してはいけない」という「べからず集」の表現では

なく、企業倫理の確立を志向した前向き

な行動を促す表現になっています。なお、

海外事業所では、その国の法令、慣習、

宗教などを考慮したうえで適用されること

になっています。

2． 企業倫理推進体制の構築

行動規範が「絵に描いた餅」ではなく、実効性を確保するため

には、推進体制や啓蒙、教育・研修が重要と考えます。2001年

11月には法律はもちろん、企業行動規範や関連規程に違反する

可能性のある行為を早期発見し、会社の社会的存在を損なう

ことを未然に防ぐことを目的に企業倫理相談窓口「B . E . L

（Business Ethics Line）」を設けています。今回の新行動規範

の制定に伴い、一層の実効性を確保するために経営監査部を

事務局とする「企業倫理委員会」を設置しました。本委員会は、

企業倫理徹底のための諸活動の推進、企業倫理・法令遵守に

関する施策の企画・立案、企業倫理に関わる問題の原因調査、

是正措置の実施、取締役会への報告を主任務とします。

また、啓蒙活動としては、新行動規範の制定と同時に全ての

YOKOGAWAグループ社員に小冊子「YOKOGAWAグループ

企業行動規範」を配布しました。教育・研修においても、新入

社員や管理職昇格時の研修に企業倫理に関するプログラムを

組み込んでいます。また、年に一度、外部の講師を招き、経営者が

留意すべき研修を取締役、ラインマネージャーを対象に行います。

本年度は日本経営倫理学会理事の硲（はざま）宗夫氏を講師に

招き企業倫理の重要性を学びました。

YOKOGAWAグループ企業行動規範

企業倫理の推進体制
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